
事業番号 - - - -

（ ）

計（A) 1,093 1,522

独立行政法人国立公文書館において、国民共有の知的資源である歴史資料として重要な公文書その他の文書（歴史公文書等）を保存し、及び一般の利用に供すること等の事業
を行うことにより、特定歴史公文書等の適切な保存及び利用を図る。

現状・課題
（5行程度以内）

独立行政法人国立公文書館は、国立公文書館法に基づき、特定歴史公文書等を保存し、及び一般の利用に供すること等の事業を行うことにより、歴史公文書等の適切な保存及
び利用を図ることとされており、こうした目的を果たす。その際特に、国民本位の公文書館を目指し、広く一般による、より一層の利用を促進することが課題となっている。

事業概要
（5行程度以内）

特定歴史公文書等を保存し、及び一般の利用に供すること、行政機関からの委託を受けた行政文書の保存、歴史公文書等の保存及び利用に関する情報の収集、整理及び提
供、歴史公文書等の保存及び利用に関する専門的技術的な助言等を行う。
内閣総理大臣の求めにより、行政文書の管理状況についての報告若しくは資料徴収又は実地調査を行う。
内閣総理大臣からの委託を受けて、地方公共団体に対し、技術上の指導又は助言を行う。

歳出予算項・目 令和5年度当初予算 令和6年度要求 主な増減理由（・要望額・予備費）

(項)
独立行政法人国立公文書
館運営費

(目)
独立行政法人国立公文書
館運営費交付金

1,093 1,522

- - -

補助金等(D) -執
行
額

運営費交付金(C)

　計(F)
=(C)+(D)+(E)

01015222

公文書管理課 課長　坂本　眞一

会計区分 一般会計

セグメント単位の
考え方

-

セグメント名 国立公文書館 担当部局庁 大臣官房 作成責任者

事業開始年度 平成13年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

国立公文書館

2023 府

令和５年度セグメントシート

945 1,247

- -

令和6年度要求

経
常
収
益

1,253 1,262 1,054 1,093 1,522

運営費交付金収益化基準 業務達成基準 業務達成基準 業務達成基準 業務達成基準

運営費交付金収益の割合
=(C)/(F)

100.0% 100.0% 100.0%

-

経
常
費
用

予算額(G) 1,253 1,262 1,054 1,093

執行率(I)
=(G)/(H)

99% 75%

1,522

118%

- - -

その他(E)

執行額(H) 1,246 945 1,247

1,246 945 1,247

1,246

その他

-

当初予算：運営費交付金(A)

補正予算：運営費交付金(B)

予
算
額

-

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

重要政策推進枠：559

-

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

公文書館法（昭和62年法律第115号）
国立公文書館法（平成11年法律第79号）
公文書等の管理に関する法律（平成21年法律第66号）

-

-

-

独立行政法人国立公文書館事業計画

予算額・
執行額

（単位:百万円）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業概要URL －

関係する
計画、通知等

主要経費 その他の事項経費

事業の目的
（5行程度以内）



特定歴史公文書等の適切な保存及び利用が目的であり、定量的な評価になじまないため。

活動目標 活動指標

活動内容①
（アクティビティ）

行政機関等からの歴史公文書等の受入れを適切かつ速やかに行う。

↓

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

目録の公開（排架の完了）
歴史公文書等の受入れ後、１
年以内の排架達成率

活動実績 ％ 100 100 100 - -

当初見込み ％ 100 100 100 100 100

↓
成果目標①-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
目録の公開（排架の完了）を行うことにより、国民が特定歴史公文書等を検索・利用請求する基盤を整え、特定歴史公文書等の利活用につなげる。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

特定歴史公文書等の適切な保存及び
利用

-

成果実績 - - - - -

目標値 - - - - -

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

歴史公文書等の受入れについては、効率化を図りながら、行政機関からの照会対応、計画的な搬送作業、移管通知公文の受領等の作業を適切に実施し、1年以
内に一般の利用に供するまでの作業を計画的に実施した。

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

アクティビティである歴史公文書等の受入れが、最終目標である特定歴史公文書等の適切な保存及び利用に直接結びつくため。

活動内容②
（アクティビティ）

行政機関等からの歴史公文書等の受入れを適切かつ速やかに行う。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

目録の公開（排架の完了） 目録の公開冊数
活動実績 冊 1,559,070 1,586,344 1,630,660 - -

当初見込み 冊 - - - 1,677,000 1,717,000

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
目録の公開（排架の完了）を行うことにより、国民が特定歴史公文書等を検索・利用請求する基盤を整え、特定歴史公文書等の利活用につなげる。

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

特定歴史公文書等の適切な保存及び
利用

-

成果実績 - - - - -

目標値 - - - - -

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

歴史公文書等の受入れについては、効率化を図りながら、行政機関からの照会対応、計画的な搬送作業、移管通知公文の受領等の作業を適切に実施し、1年以
内に一般の利用に供するまでの作業を計画的に実施した。

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

特定歴史公文書等の適切な保存及び利用が目的であり、定量的な評価になじまないため。

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

アクティビティである歴史公文書等の受入れが、最終目標である特定歴史公文書等の適切な保存及び利用に直接結びつくため。



活動内容③
（アクティビティ）

特定歴史公文書等について、計画的な修復の実施等、適切な保存のために必要な措置を講ずる。

↓

活動目標及び活動実績
③

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

計画的な修復
著しく破損した資料の修復（重
修復）処理冊数

活動実績 冊 287 400 400 - -

当初見込み 冊 400 400 400 400 400

↓
成果目標③-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
計画的な修復を行うことにより、利用（閲覧・写しの交付）又は利用の促進に供する（展示等）ことができ、特定歴史公文書等の利活用につなげる。

成果目標及び成果実績
③-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

特定歴史公文書等の適切な保存及び
利用

-

成果実績 - - - - -

目標値 - - - - -

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

特定歴史公文書等の修復については、資料の破損状況に応じて修復に取り組み、令和４年度は劣化により著しく破損した資料400冊について人的作業による修
復等を実施した。

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ③について定性的なアウトカムを設定している理由

特定歴史公文書等の適切な保存及び利用が目的であり、定量的な評価になじまないため。

アクティビティ③についてアウトカムが複数設定できない理由

アクティビティである特定歴史公文書等の修復が、最終目標である特定歴史公文書等の適切な保存及び利用に直接結びつくため。

活動内容④
（アクティビティ）

利用請求された特定歴史公文書等について、利用決定を適切に行う。

↓

活動目標及び活動実績
④

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

利用請求による利用決定を適切に実施
30日以内の利用決定率（大量
請求を除く）

活動実績 ％ 82 81 83 - -

当初見込み ％ 80 80 80 80 80

↓
成果目標④-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
利用請求による利用決定を適切に行うことにより、利用に供することができ、特定歴史公文書等の利活用につなげる。

成果目標及び成果実績
④-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

特定歴史公文書等の適切な保存及び
利用

-

成果実績 - - - - -

目標値 - - - - -

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和４年度は、大量請求により審査に時間を要するため特例延長処理を行った文書を除き、利用請求がなされた文書のうち83％を利用請求から30日以内に利用
決定を行った。

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ④について定性的なアウトカムを設定している理由

特定歴史公文書等の適切な保存及び利用が目的であり、定量的な評価になじまないため。

アクティビティ④についてアウトカムが複数設定できない理由

アクティビティである利用請求による利用決定が、最終目標である特定歴史公文書等の適切な保存及び利用に直接結びつくため。



☑

-

アクティビティ①～⑤について、引き続き特定歴史公文書等の受入れ、保存、利用を適切かつ速やかに行う。
アクティビティ⑥、⑦について、引き続き特定歴史公文書等のデジタル化を実施することで、利用者に対する可用性の高いサービスの提供を行い、利用の促進に
努めていく。
アクティビティ⑧について、引き続き満足度の高い展示の開催に努める。

点検結果

アクティビティ①～⑤について、特定歴史公文書等の受入れ、保存、利用を適切かつ速やか
に行うことができた。
アクティビティ⑥～⑧の長期アウトカムについては、令和５年度より設定した指標であるため
実績はまだない。

目標年度における効果測定に関する評価（令和6年度)

-

活動内容⑤
（アクティビティ）

閲覧室を開設し、特定歴史公文書等の閲覧や写しの交付に適切に対応する。

↓

活動目標及び活動実績
⑤

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

閲覧室の開設 閲覧室の開設日数
活動実績 日 190 237 244 - -

当初見込み 日 - - - 245 251

↓
成果目標⑤-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
閲覧室を開設することにより、利用に供することができ、特定歴史公文書等の利活用につなげる。

成果目標及び成果実績
⑤-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

特定歴史公文書等の適切な保存及び
利用

-

成果実績 - - - - -

目標値 - - - - -

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

国民が求める特定歴史公文書等の閲覧、写しの交付に対応するため、令和４年度は閲覧室を244日開設した。

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ⑤について定性的なアウトカムを設定している理由

特定歴史公文書等の適切な保存及び利用が目的であり、定量的な評価になじまないため。

アクティビティ⑤についてアウトカムが複数設定できない理由

アクティビティである閲覧室の開設が、最終目標である特定歴史公文書等の適切な保存及び利用に直接結びつくため。

アクティビティから長期アウトカムについて６つ以上記載が必要な場合はチェックの上【別紙１】に記載 チェック

備考

改善の
方向性

独法所管部局による点検・改善



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

【令和４年度執行ベース】

　

【公文書等保存利用経費】

百万円

〔事業の実施〕

事業収入予算　等

内閣府

2,411 百万円

〔交付金の交付決定〕

.独立行政法人国立公文書館

2,726 百万円 315

A.国立公文書館
（民間企業等88者）

百万円1,247

電子公文書等の移
管・保存・利用シス
テムの設計開発
等



支出先上位１０者リスト

A.

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

公文書等保存利用経費 電子公文書等の移管・保存・利用システムの設計開発　等 1,247

計 1,247 計

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となっ

た理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 東京センチュリー株式会社 6010401015821
電子公文書等の移管・保存・利用シ
ステムの設計開発　等

442
一般競争契約（総

合評価）
- -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

2 - -

4 株式会社インフォマージュ 4010001121253
特定歴史公文書等（マイクロフィルム）の保存の
ためのデジタル画像等データ作成業務

58
一般競争契約（最

低価格）
2

3 株式会社ムサシ 6010001058667
特定歴史公文書等のデジタル画像
等データの作成業務等

233
一般競争契約（最

低価格）

-

2 個人 - 非常勤給与等 312 その他 - - -

-

6 内閣共済組合 7700150001332
非常勤職員に係る国共済負担金、
児童手当拠出金

31 その他 - - -

- -

5 株式会社ＮＸワンビシアーカイブズ 4010401065760
特定歴史公文書等の保管等委託業
務

37
一般競争契約（最

低価格）
- -

- -

9 株式会社三菱総合研究所 6010001030403
電子公文書等の移管・保存・利用システムの更
改に係るシステムの設計開発に係る全体行程
管理

10
一般競争契約（総

合評価）
- -

- - -

8 株式会社ニチマイ 5010001006197
複製物作成に係る特定歴史公文書
等の事前確認等業務

11
一般競争契約（最

低価格）
2

7 社会保険事務所 - 非常勤職員社会保険料 13 その他

-

10 株式会社オカモトヤ 1010401006180 展示ケースの製作等業務 10
一般競争契約（最

低価格）
3 - -



活動内容⑥
（アクティビティ）

独立行政法人国立公文書館の保存する特定歴史公文書等を広く一般の利用に供するため、インターネットにより所蔵資料を検索し、閲覧できるデジタルアーカイブ
を推進する。

↓

活動目標及び
活動実績⑥
（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

デジタルアーカイブのデータの作成
デジタルアーカイブデータの
作成数（年間コマ数）

活動実績 コマ数 2,103,074 2,105,603 2,131,131 - -

当初見込み コマ数 2,100,000 2,100,000 2,100,000 2,100,000 2,100,000

↓
成果目標⑥-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

独立行政法人国立公文書館の保存する特定歴史公文書等を広く一般の利用に供するため、インターネットにより所蔵資料を検索し、閲覧できるデジタルアーカイブ
を推進するためデータ作成数を設定。

目標値

達成度 ％ - - - -

成果指標の根拠として用
いた統計・データ名

（出典）

成果目標及び
成果実績⑥-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

年度

成果実績

↓
成果目標⑥-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

成果目標及び
成果実績⑥-2

（中期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

年度

成果実績

目標値

達成度 ％ - - - -

成果指標の根拠として用
いた統計・データ名

（出典）

↓
成果目標⑥-3の

設定理由
（長期アウトカム
へのつながり）

成果目標及び
成果実績⑥-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

5 年度

利用の促進
デジタルアーカイブの総ペー
ジビュー数

成果実績 ページビュー - - 8,064,514 -

目標値 ページビュー - - - 8,000,000

達成度 ％ - - - -

成果指標の根拠として用
いた統計・データ名

（出典）
-

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ⑥について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ⑥についてアウトカムが複数設定できない理由

アクティビティであるデジタルアーカイブのデータの作成が、最終目標である利用の促進に直接結びつくため。



活動内容⑦
（アクティビティ）

独立行政法人国立公文書館の保存する特定歴史公文書等を広く一般の利用に供するため、インターネットにより所蔵資料を検索し、閲覧できるデジタルアーカイブ
を推進する。

↓

活動目標及び
活動実績⑦
（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

デジタルアーカイブのデータの作成
デジタルアーカイブデータの
提供数（累計冊数）

活動実績 冊 350,752 380,787 410,524 - -

当初見込み 冊 - - - 440,000 470,000

↓
成果目標⑦-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

独立行政法人国立公文書館の保存する特定歴史公文書等を広く一般の利用に供するため、インターネットにより所蔵資料を検索し、閲覧できるデジタルアーカイブ
を推進するためデータ作成数を設定。

成果目標及び
成果実績⑦-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

年度

成果実績

目標値

達成度 ％ - - - -

成果指標の根拠として用
いた統計・データ名

（出典）

↓
成果目標⑦-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

成果目標及び
成果実績⑦-2

（中期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

年度

成果実績

目標値

達成度 ％ - - - -

成果指標の根拠として用
いた統計・データ名

（出典）

↓
成果目標⑦-3の

設定理由
（長期アウトカム
へのつながり）

成果目標及び
成果実績⑦-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

5 年度

利用の促進
デジタルアーカイブの総ペー
ジビュー数

成果実績 ページビュー - - 8,064,514 -

目標値 ページビュー - - - 8,000,000

達成度 ％ - - - -

成果指標の根拠として用
いた統計・データ名

（出典）
-

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ⑦について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ⑦についてアウトカムが複数設定できない理由

アクティビティであるデジタルアーカイブのデータの作成が、最終目標である利用の促進に直接結びつくため。



活動内容⑧
（アクティビティ）

一般国民に対し、時宜を得た国民的関心のある魅力的で質の高い展示会を開催。

↓

活動目標及び
活動実績⑧
（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

展示会の開催 展示会の開催日数
活動実績 日 239 296 337 - -

当初見込み 日 - - - 334 334

↓
成果目標⑧-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

独立行政法人国立公文書館の保存する特定歴史公文書等について、一般国民に対して館の活動と特定歴史公文書等を保存・利用する意義を理解してもらうた
め、国民のニーズ等を踏まえた魅力ある質の高い展示を開催。

成果目標及び
成果実績⑧-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

年度

成果実績

目標値

達成度 ％ - - - -

成果指標の根拠として用
いた統計・データ名

（出典）

↓
成果目標⑧-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

成果目標及び
成果実績⑧-2

（中期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

年度

成果実績

目標値

達成度 ％ - - - -

成果指標の根拠として用
いた統計・データ名

（出典）

↓
成果目標⑧-3の

設定理由
（長期アウトカム
へのつながり）

成果目標及び
成果実績⑧-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

利用の促進
展示会満足度
※具体的な指標については検
討中

成果実績 - - - - -

目標値 - - - - -

達成度 ％ - - - -

成果指標の根拠として用
いた統計・データ名

（出典）
-

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ⑧について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ⑧についてアウトカムが複数設定できない理由

アクティビティである展示会の開催が、最終目標である利用の促進に直接結びつくため。


	セグメントシート
	別紙1

